
第 7 回被爆二世臨床調査科学倫理委員会を開催 

広島・臨床研究部長 大石和佳 

第 7 回被爆二世臨床調査科学倫理委員会が 2017 年 11 月 29 日（水）、放影研広島研究所

で開催され、被爆二世臨床調査の進捗状況および予備解析結果の報告と審議が行われまし

た。 

2002～2006 年の被爆二世臨床調査（第 1 健診サイクル）では、親の放射線被ばくと子ど

もの多因子疾患（高血圧、高コレステロール血症、糖尿病、狭心症、心筋梗塞、脳卒中）

有病率の関連性を調べた結果、親の放射線被ばくに関連した多因子疾患のリスク増加を示

す証拠はみられませんでした。しかし、有病率調査では受診の意思決定に偏りを生じる傾

向があること、対象者の方の平均年齢が約 49歳と若いなどの理由で継続調査の必要性が勧

告され、2010年 11月より約 12,000人を対象に被爆二世臨床縦断調査（第 2健診サイクル）

を開始しました。 

議事は、丹羽太貫 理事長のあいさつで始まり、児玉和紀 主席研究員による委員の紹介、

司会の上島弘嗣 副委員長（委員長代理）のあいさつに続いて大石が、1) 第2健診サイクル

の受診者は10,426人で、目標の受診率80%をほぼ達成、2) 2014年11月に開始した第3健診サ

イクルの受診率は現時点で73.3%、将来の研究のための血液・尿保存の高い同意率が維持さ

れ（遺伝子解析研究以外約99%、遺伝子解析研究約97%）、調査が順調に進んでいること

を報告しました。次に、立川佳美 副部長が、第１・2健診サイクルにおける1) 親の放射

線被ばくと多因子疾患(高血圧、高LDLコレステロール血症、高トリグリセリド血症、糖

尿病)の有病率との関連、2) 親の放射線被ばくと多因子疾患（上述）の発生率との関連

について、予備解析結果を報告しました。 

上島委員長代理の司会で活発な質疑が行われ、委員の先生方から調査の進め方や本解析

で考慮すべき点について貴重な意見を頂くことができました。最後に、上島委員長代理に

よる総括、Robert L. Ullrich 副理事長による閉会のあいさつと謝辞で委員会は締めくくら

れました。 

これからも被爆二世臨床調査で高い受診率と同意率を維持できるよう努力を続けると

ともに、この調査が受診者の方々の疾患の早期発見・早期治療や健康管理に役立つよう、

健診の内容を充実していきたいと考えています。 
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